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 6月 21日は夏至でした。だからなのか？ 

雨上がりの翌朝の空は、抜けるような蒼
あお

が広がって 

いました。おまけに、近くの山から蝉の鳴き声…。 

 これはもう、夏到来です。 

環境問題は相変わらず深刻ですが、それでも自然界 

の生き物たちの季節の到来を予知する能力に敬服し 

ます。梅雨明けももう目の前ですね。暑さに負けず、 

期末考査にも負けぬ、丈夫な体と心でありますように。 

  

 

             今月は、二つのイベントを実施しました。 

            参加してくれたみなさん、有難うございました。 

              

 

 

 

                      

 

 

 

 

                             

 

 今回、初の試みで校内に呼びかけてパブリックな場で予選会を行いました。 

バトラーとして名乗りを上げてくれた高校一年生２名に熱い拍手を送ります。当

日昼休み、来館した生徒のみなさんに観覧してもらい、無事本校代表チャンプ本

を選出することができました。チャンプ本は、『妻を殺してもバレない確率』 

桜川ヒロ著（宝島社文庫 2017）でした。 

 

 

 

                     午後 5時 15分、今村翔吾さん 

                    のトークイベントが始まりました。

定員 30名もほぼ埋まり、サイン会

も含めて終了したのは、なんと！ 

午後 7時 20分でした。 

                    飾らない今村さんのトークは、軽妙

でいて 10代の心に深く染み渡っ 

たことと思います。1時間のトークの後の質問タイムでは、さすが西高生！次か 

ら次へと質問が出ました。作品を生み出すプロセスやライバル的作家の存在、は 

たまた年収のこと、読書の苦手意識の克服法、自分の夢のかなえ方、書店で本と 

どう出会っているのかなど、一つ一つに真摯にそしてユーモラスに応えて頂きま 

した。最後に今村さんの「こんなに話しやすいのは、初めて。みんなが真剣に聞 

いてくれていることが伝わってきて、ほんまにいろんなこと話せた。今、計画し 

てるプロジェクトを一緒にやって 

みたい。」との言葉は、今村さんと 

参加者みなさんの熱量が、生み出し 

た化学反応の賜物なのではないでし 

ょうか。実現するといいな～。 

  

 

 

6/21、直木賞作家・今村翔吾氏が 

本校図書館にやって来た！！ 

6/16、ビブリオバトル大会

校内予選行いました。 

 イベント報告 

詳細は後日、学校HP＞学校図書館

＞＃図書館の日常にアップしたい

と思います。 



 

 

 毎年、夏休みの選択課題として紹介される「読書感想文の課題図書」。ここ最

近、興味深い本が選書されています。感想文書く書かないは別として、一読あり。 

今回は、中学校部門から２冊紹介。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

            

 

 

 

 

 

 

あなたの家で眠っている本はありませんか？ 

本をリサイクルして、本にも第二の人生を！ 

詳しくは、来月、図書委員がみなさんにお知らせしますので、 

まずは、リサイクル可能な本をチェックしてね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     この時期になると、いろいろな作品募集情報が飛び込んできます。  

    管理棟階段フロアの掲示板や図書館内にも掲示していますが、先日配布

した新潮文庫の冊子に紹介されているエッセイコンクール『ワタシの 1

行大賞』に挑戦しませんか？冊子の対象図書の中から
．．．．．．．．．．．

選んだ一冊の中の

「心に深く残った 1行」を選び、自分の想いやエピソードを書きます。 

     詳細は、冊子もしくは掲示板を見てください。この夏のチャレンジ！ 

棚からひとつかみ『課題図書は侮れない』 

『セカイを科学せよ！』安田夏菜著（講談社） 

                  913.6 ヤ 

 堤中学科学部電脳班、名前こそイケてる部活だけ

ど、実のところ、「できるだけ楽な部活をしたい。」根

性の集まりだ。そんなぼくらにめちゃくちゃ「蟲」好

きの転入生葉奈が加わったことで、既になくなった化

学班と生物班のうち、生物班を復活させることに…し

かも科学的な取組の成果を学校に示す羽目に。 

ミックスルーツをもつぼくと葉奈に加え、個性豊か

な面々が右往左往しながら、「好き」から「探究の目」

を見つけるプロセスも読み取れて 2 度おいしい小説。 

『江戸のジャーナリスト葛飾北斎』千野境子著

（国土社）721.8 チ 

 日本が世界に誇る浮世絵師・葛飾北斎は、総数 3

万点を超える作品を世に送り出し、死ぬまで現役を

貫いた。死後 260 年以上経つ今も、日本はもとよ

り世界の至る所で彼の作品を目にする。しかし、作

品以上にその人となりにふれる機会は少なかっただ

ろう。本書は、北斎の一生を丁寧に追い、かつ彼の

もつあくなき好奇心に触れることで、新たな葛飾北

斎の姿を感じ取るだろう。 

読後、北斎の絵があなたをどう魅了するか。 

 朝陽祭恒例！古本市を 

今年もやります。 

そこで、 

眠っている本の出番です！ 

お知らせ 

夏の店頭購入に行って来ます！ 

 年に 2回の図書委員による店頭購入です。 

1回目は７/１期末考査終了後です。 

 ～夏休み前には「新着コーナー」でみなさんと 

会えるのを楽しみにしています。By本～ 

 

扉を開こう。新たな世界が君を待っている。 


